
シ
ー
ジ
ー
ケ
ー
社
長
　
　
　
　
　
　
（
中
国
四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ
）
　
　
下
河
内
　
一
成
氏

ハ
ー
ネ
ス
、
中
国
で
伸
び
る
広
島
経
済
、
車
復
活
し
好
調

トップインタビュー

　
し
も
ご
う
ち
・
か
ず
な
り
　

年

昭

早
大
理
工
卒
、

同
年
日
本
ユ
ニ
バ
ッ
ク

現
日
本
ユ
ニ
シ
ス

入
社
。

年
シ

ー
ジ
ー
ケ
ー
入
社
、

年
取
締
役
、

年
社
長
。
広
島
県
出

身
、

歳
。

　
中
国
四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ
の

シ
ー
ジ
ー
ケ
ー

広
島
市
東

区
、
０
８
２
・
２
６
１
・
９
２

３
５

は
、
小
型
加
工
機
と
ワ

イ
ヤ
ハ
ー
ネ
ス
の
製
造
販
売
、

機
械
工
具
商
社
の
３
事
業
を
柱

に
し
た
多
角
化
経
営
を
展
開
し

て
お
り
、
中
で
も
ハ
ー
ネ
ス
は

中
国
市
場
向
け
が
伸
び
て
い

る
。
広
島
県
機
械
工
具
商
組
合

の
理
事
長
を
務
め
、
地
場
経
済

の
動
向
に
も
詳
し
い
下
河
内
一

成
社
長
に
事
業
戦
略
な
ど
を
聞

い
た
。

広
島
・
清
水
信
彦

◇

　
―
ワ
イ
ヤ
ハ
ー
ネ
ス
事
業
の

動
向
は
。

　
「
電
装
部
品
メ
ー
カ
ー
を
経

由
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
自
動
車
メ

ー
カ
ー
と
取
引
し
て
い
る
。
特

に
中
国
で
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー

向
け
の
仕
事
が
増
え
て
い
る
。

広
東
省
東
莞
市
の
工
場
で
は
外

注
先
も
含
め
て
日
本
の

倍
強

の
７
８
０
人
が
働
い
て
い
る
。

２
０
１
２
年
に
移
転
拡
張
し
た

が
、
そ
の
後
も
仕
事
が
増
え
て

お
り
、

年
上
期
は
日
本
の
工

場
か
ら
品
物
を
送
っ
て
納
期
に

間
に
合
わ
せ
た
」

　
―
中
国
市
場
に
は

年
に
進

出
し
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
成
長

す
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
。

　
「
せ
い
ぜ
い
３
０
０
人
規
模

ぐ
ら
い
だ
ろ
う
と
想
定
し
て
い

た
。
中
国
は
人
件
費
が
高
騰
し

て
お
り
、
人
材
確
保
も
難
し

い
。
為
替
水
準
か
ら
み
て
も
日

本
で
生
産
し
た
ほ
う
が
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
製
品
が
あ
る
。
再

度
、
生
産
体
制
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
。
と
は
い
え
中
長
期
的

に
見
る
と
、
国
内
生
産
が
海
外

に
移
転
す
る
と
い
う
動
き
は
と

ま
ら
な
い
だ
ろ
う
」

　
―
卓
上
プ
レ
ス
機
と
卓
上
ド

リ
ル
研
磨
機
、
歯
科
材
料
成
形

機
の
加
工
機
部
門
は
堅
調
で
す

か
。

　
「
大
き
な
伸
び
も
落
ち
込
み

も
な
く
、
小
粒
な
が
ら
も
安
定

し
て
い
る
。
プ
レ
ス
機
は
弱
電

分
野
の
部
品
メ
ー
カ
ー
、
ド
リ

ル
研
磨
機
は
機
械
加
工
業
者
が

主
な
ユ
ー
ザ
ー
。
い
ず
れ
も
使

い
勝
手
な
ど
を
改
良
し
た
新
製

品
を
近
く
投
入
す
る
」

　
―
商
社
部
門
は
伸
び
て
い
ま

す
ね
。

　
「
こ
こ
数
年
、
２
ケ
タ
の
伸

び
が
続
い
て
い
る
。
若
手
の
営

業
員
を
採
用
し
て
人
数
を
増
や

し
、
若
返
り
し
た
の
が
よ
か
っ

た
。
広
島
の
地
元
経
済
は
自
動

車
を
は
じ
め
、
造
船
や
食
品
、

医
療
関
係
と
厚
み
が
あ
る
。
い

ろ
い
ろ
な
業
界
を
カ
バ
ー
で
き

て
い
る
こ
と
が
業
績
の
伸
び
に

つ
な
が
っ
て
い
る
」

　
―

年
の
設
立
以
来
、
広
島

で
商
売
を
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
の
広
島
経
済
を
ど
う
見
て
い

ま
す
か
。

　
「
マ
ツ
ダ
が
復
活
し
、
自
動

車
産
業
が
好
調
。
だ
が
今
後
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
新
し
い
産

業
の
中
核
に
な
る
よ
う
な
企
業

が
も
っ
と
育
つ
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
元
来
、
広
島
に
は
技
術

力
が
あ
っ
て
特
定
分
野
で
は
高

シ
ェ
ア
だ
が
、
一
般
に
は
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
な
企
業
が
多

い
。
造
船
業
や
重
工
業
の
集
積

も
あ
り
、
航
空
機
や
環
境
関
連

の
よ
う
な
成
長
産
業
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
技
術
的
な
素
地

が
あ
る
」

溶接機器世界から輸入愛知産業・井上裕之会長　�

輸
入
し
た
溶
接
機
器
や
工
作
機
械
関
連
製
品

を
本
社
の
デ
モ
ル
ー
ム
で
顧
客
に
紹
介
す
る

　
モ
ノ
づ
く
り
企
業
が
集
積
し
て
い
る

東
京
都
品
川
区
で
、
基
幹
技
術
で
あ
る

金
属
接
合
の
溶
接
機
器
を
世
界
か
ら
輸

入
し
、
独
自
開
発
技
術
と
組

み
合
わ
せ
た
製
品
や
技
術
を

お
客
さ
ま
に
提
供
し
て
い

る
。
日
本
の
溶
接
業
界
を
リ

ー
ド
し
て
き
た
と
の
自
負
が

あ
る
。
現
在
は
小
型
、
軽

量
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
求
め

る
ユ
ー
ザ
ー
の
声
に
耳
を
傾

け
、
溶
接
機
材
を
は
じ
め
、

５
軸
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

や
ポ
ー
タ
ブ
ル
加

工
機
と
い
っ
た
工
作
機
械
・

関
連
製
品
な
ど
を
幅
広
く
扱

っ
て
い
る
。

　
当
社
の
中
核
技
術
は
創
業

の
礎
と
な
っ
た
溶
接
機
器
に

あ
り
、
現
在
も
主
力
製
品
の

位
置
付
け
。
最
先
端
の
Ｍ
Ｉ

Ｇ
／
Ｍ
Ａ
Ｇ
溶
接
機
や
抵
抗

溶
接
機
、
レ
ー
ザ
ー
溶
接
機
、
溶
接
デ

ー
タ
の
監
視
装
置
や
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
制

御
機
器
な
ど
の
溶
接
関
連
機
器
の
最
先

端
の
製
品
を
ト
ー
タ
ル
で
提
供
で
き
る

点
が
強
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
溶
接
装
置
だ
け
で
は
な
く
、
難
切
削

加
工
な
ど
の
高
付
加
価
値
の
仕
事
が
で

き
る
工
作
機
械
や
自
動
化
に
つ
な
が
る

装
置
も
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
工
具
や

治
具
な
ど
の
関
連
製
品
も
合
わ
せ
て
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
品
質
で
付
加

価
値
の
高
い
製
品
を
手
が
け
て
い
る
お

客
さ
ま
を
お
手
伝
い
し
た
い
。
今
後
、

加
工
の
各
工
程
に
必
要
な
装
置
や
サ
ー

ビ
ス
を
一
括
提
案
し
、
販
売
後
の
装
置

の
保
守
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
伸

ば
し
た
い
。

　
当
社
が
日
本
に
輸
入
し
て

い
る
海
外
製
品
は
日
本
製
品

よ
り
も
高
価
な
こ
と
が
多

い
。
こ
の
た
め
初
期
投
資
は

か
さ
む
も
の
の
、
投
資
対
効

果
が
高
い
こ
と
を
お
客
さ
ま

に
理
解
し
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
設
備

導
入
を
検
討
し
て
い
る
お
客

さ
ま
が
製
品
を
見
学
し
、
試

作
体
験
で
き
る
デ
モ
ル
ー
ム

を
本
社
に
設
け
て
い
る
。

　
製
品
の
良
さ
を
納
得
し
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
特
注
品

や
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ま
で

万
全
と
い
う
安
心
感
を
得
て

も
ら
う
目
的
も
あ
る
。
お
客

さ
ま
に
「
高
価
で
も
品
質
や
生
産
性
の

向
上
に
役
立
つ
」
と
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
を
心
掛
け
て
お
り
、
納
得
し
て
い

た
だ
い
た
お
客
さ
ま
に
購
入
し
て
も
ら

う
。

　
最
先
端
の
装
置
を
輸
入
す
る

た
め
に
は
、
現
地
の
人
と
英
語

で
交
渉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
た
め
、
英
語
力
を
生

か
し
て
世
界
の
先
端
技
術
を
扱

う
分
野
で
活
躍
し
た
い
人
材
を

求
め
て
い
る
。

　
ま
た
女
性
社
員
が
増
え
て
き

た
こ
と
を
受
け
、
女
性
が
働
き

や
す
い
職
場
環
境
も
整
え
て
い

る
。
例
え
ば
女
性
の
営
業
部
隊

を
組
織
し
、
女
性
の
活
躍
の
場

を
広
げ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
次
代
を
担
う
優
秀

な
若
者
が
活
躍
で
き
る
場
を
提

供
し
、
会
社
の
発
展
に
結
び
つ

け
た
い
。

全
３
回

プ
レ
ス
へ
の
転
換
提
案
掛
川
産
栄
工
業

絞り加工した自動車部品の
サンプル

　掛川産業人クラブの産栄工業（静岡
県菊川市、高野太作社長、
）は、自動車用プレス部品製造が主
力だ。
　深絞り加工を得意としており、薄板
から厚中板までを高精度に加工する。
切削や鍛造による加工から、より工程
を削減できるプレス加工への工法転換
を、自動車部品メーカーに提案してい
る。
　ある車の足回り部品では厚さ
の板材を、肉厚を均一に保ちながら

の深さに絞る。通常は鍛造品で
製造する厚さの部品だが、高い圧力の
機械式プレス機をたくみに扱って加工
する。
　さまざまな展示会にサンプル部品を
出展し、アピール。会場でプレス品へ
の転換を検討する調達担当者もいるほ
どの出来栄えだ。
　端面と側面の角度をほぼ 度に仕上
げる「ピン角」も得意技術の一つ。ピ

ン角品は「削り加工なしで、角がほし
い」とのユーザーの要望を受けて開発
した。
　絞る工程で材料を必要な部分に寄せ
る独自技術で、ひび割れやしわのない
鋭角を実現した。加工後の材料の検査
体制も整備し、品質管理にも万全を期
している。
　現在、自動車部品メーカーと 件ほ
どの部品開発に取り組んでいる。高野
社長は「部品メーカーと一緒にやるこ
とで、提案力も付いてきた」と手応え
を感じている。

「水の出花」などを歌い上
げた佐川女性部会会長「

く
ら
ま
会
」
で
小
唄
披
露
東
京
桜
ゴ
ル
フ
佐
川
社
長

　東京産業人クラブ女性部会会長で
桜ゴルフ社長の佐川八重子さんは９
月 日、新橋演舞場（東京都中央
区）で開かれた「第 回銀座くらま
会」で小唄を披露した。
　小唄の家元「勇希派」の勇希波つ
帆先生の猛特訓を受けて舞台に上が
り、水がわき出るようにほとばしる
恋心を歌った「水の出花」をはじ
め、「青柳」「虫の音を」「主さん
と」「とめてはみたが」「川水」の
６曲を優雅に歌い上げた。演目を終
えると会場から拍手がわき起こっ
た。
　出演後、たくさんの仲間から贈ら
れた花束を手に「いつもしっかりと
歌いきろうと努めているが、今日は
風邪が治ったばかりで調子が戻ら
ず、 点のできだった。次回は
点を目指す」としつつも、無事に舞
台を終えてほっとした様子だった。
　佐川さんは政治評論家の故細川隆

元氏に「エリートのたしなみとして
ゴルフ、囲碁、小唄の ３ゴ の趣味
を持ちなさい」と教えられて小唄を
始めた。 年の第 回に初めて登壇
し、小唄のほか、日本舞踊も演じた
ことがある。
　銀座くらま会は日本の古典芸能の
存続を目的として発足。東京・銀座
の企業や店舗の経営者らが習得した
芸事を披露している。資生堂の福原
義春名誉会長、松竹の大谷信義会長
ら会員 人、準会員１人で構成して
いる。

１０－１１月の予定
　月

　

　◇７日（火）大阪産業人クラブ
「セミナー『経営者として知って
おきたい労務対処法』講師／細谷
明子ビジネススタイリスト取締
役、『経営者の伝える力 コミュ
ニケーション力』講師／岩崎佑子
岩崎企画社長」（大阪市中央区、
日刊工業新聞社大阪支社）
　◇８日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会『デサンの歩み』講師／
藤池誠治デサン会長」（さいたま
市浦和区、日刊工業新聞社さいた
ま総局会議室）
　◇８日（水）―９日（木）名古
屋産業人クラブ「新潟県産業視
察」（燕三条地場産業振興センタ
ーほか）
　◇９日（木）大分産業人クラブ
「大分県産業科学技術センターと
の意見交換会」（大分市、大分県
産業科学技術センター）
　◇ 日（水）― 日（金）大分
産業人クラブ「『モノづくりフェ
ア 』出展」（福岡市博多区、
マリンメッセ福岡）
　◇ 日（金）東京産業人クラブ
「会員企業訪問シリーズ第４回　
山田マシンツール見学会＆懇親
会」（さいたま市中央区）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ
「親睦ゴルフ大会」（埼玉県狭山
市、武蔵カントリークラブ笹井コ
ース）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ
・ＴＤＵ産学交流会「学生による
企業研究会（アクティブプロモー
ション）」（埼玉県鳩山町、東京
電機大学理工学部）
　◇ 日（土）茨城産業人クラブ
「第 回茨城産業人クラブゴルフ
大会」（茨城県笠間市、宍戸ヒル
ズカントリークラブ）
　◇ 日（月）埼玉産業人クラブ
「第 回埼玉産業振興懇談会」
（さいたま市浦和区、浦和ロイヤ
ルパインズホテル）
　◇ 日（月）― 日（金）九州
・山口産業人クラブ「海外工場見
学会」（フィリピン産業視察ミッ
ション）
　◇ 日（火）大阪産業人クラブ
「第 回ゴルフ大会」（兵庫県加

東市、グランドオークゴルフクラ
ブ）
　◇ 日（水）― 日（木）埼玉
産業人クラブ・埼玉ビジネス研究
会 じっくり訪問シリーズ・秩父
ベンチャーウィスキー、タナカ技
研、グラファイトデザイン）
　◇ 日（金）四国産業人クラブ
「工場見学会＆懇親会」（三浦工
業北条工場、井関松山製造所）
　◇ 日（土）四国産業人クラブ
「親睦ゴルフ大会」（松山市、奥
道後ゴルフクラブ）
　◇ 日（木）大阪産業人クラブ
「セミナー『カラーコミュニケー
ション』講師／二宮恵理子イマジ
ネーションカラーズ代表、『カタ
ログ制作のポイント』講師／中田
典男日本ＳＰセンタープロデュー
サー」（大阪市中央区、日刊工業
新聞社大阪支社）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ
・ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「
年度定時総会」（埼玉県杉戸町、
高橋屋）
　

　月
　

　◇５日 水 ―６日 木 大阪産業
人クラブ 山形県産業視察
　◇６日（木）栃木産業人クラブ
「栃木県幹部との産学官情報交換
会『多様な人材が活性化させる栃
木のモノづくり』事例報告／汐見
千佳富士フィルター工業社長、永
森久之錦正工業社長ほか」（宇都
宮市、ホテル東日本宇都宮）
　◇ 日（水）名古屋産業人クラ
ブ「講演会『高収益企業へ～変化
にびくともしない　財務アタマ経
営』講師／西浦道明アタックスグ
ループ代表パートナー」（名古屋
市東区、日刊工業新聞社名古屋支
社）
　◇ 日（金）大阪産業人クラブ
「セミナー『アクセス解析セミナ
ーＩＮ大阪』講師／亀井耕二ウェ
ブ解析士協会理事」（大阪市中央
区、日刊工業新聞社大阪支社）
　◇ 日（木）埼玉産業人クラブ
・埼玉ビジネス研究会「『アニキ
から学ぶシリーズ第 弾』講師／
志村廣幸グランデ社長」（さいた
ま市浦和区、日刊工業新聞社さい
たま総局会議室）
　◇ 日（木）九州・山口産業人
クラブ「親善ゴルフ大会」（福岡
市東区、福岡カンツリー倶楽部和
白コース）

新
入
会
員

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
な
ど
訪
問
工
場
見
学
会
を
開
催
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ

大
阪
・
マ
ツ
ダ
紙
工
業

女性のプライバシー守る災害時向け強化段ボール製更衣室開発
　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
マ
ツ
ダ
紙
工
業

大
阪
府
東
大
阪
市
、
松
田
和
人
社
長
、

０
６
・
６
７
２
８
・
８
５
０
１

は
、
災

害
時
向
け
強
化
段
ボ
ー
ル
製
「
女
性
用
更

衣
室
・
授
乳
室

写
真
」
を
開
発
し
た
。

内
側
か
ら
施
錠
で
き
る
た
め
、
体
育
館
な

ど
で
の
避
難
生
活
時
に
し
っ
か
り
と
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
守
れ
る
。
試
験
販
売
価
格
は

９
５
０
０
円

消
費
税
抜
き

で
、
数
量

に
応
じ
て
相
談
に
応
じ
る
。

　
同
製
品
の
寸
法
は
幅

×
奥
行
き

×

高
さ
１
８
０

で
、
重
量
は
約
４

。
平
時
は
折
り
た
た
ん
で
お
り
、
収
納

場
所
を
と
ら
な
い
。
湿
気
対
策
の
た
め
ビ

ニ
ー
ル
で
梱
包
し
て
い
る
。

　
同
社
は
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
の
際
、
避
難
所
に
間
仕
切
り
を
提

供
。
避
難
生
活
に
何
が
必
要
か
を
調
査

し
、
新
製
品
に
生
か
し
て
い
る
。

（ ） 　　 ２０１４年 平成２６年 １０月３日 金曜日 　　

地
ビ
ー
ル
片
手
に

納
涼
会
を
楽
し
む

新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

佐

藤
金
治
郎
会
長

佐
文
工
業

所
常
務

は
８
月

日
、
新

潟
の
中
心
市
街
地
の
夜
景
を

一
望
で
き
る
「
五
十
嵐
邸

結
」
で
、
納
涼
会
を
開
い
た

写
真

。
軽
装
で
楽
し
も

う
と
の
趣
向
で
、
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
や
カ
ン
カ
ン
帽
姿
の
会
員

ら

人
が
参
加
し
、
地
ビ
ー

ル
の
ス
ワ
ン
レ
イ
ク
ビ
ー
ル

や
名
物
の
黒
埼

茶
豆
な
ど
の
料

理
を
楽
し
ん

だ
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
長
岡
造
形

大
学
の
和
田
裕

学
長
が
乾
杯
の

音
頭
を
と
っ
て

ス
タ
ー
ト
。
３

カ
月
の
世
界
一

周
船
旅
か
ら
帰

国
し
た
松
井
達

也
ア
ド
バ
ン
エ

ン
ジ
会
長
の
土
産
話
を
聞
い

た
り
、
新
工
場
進
出
な
ど
の

話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
。

山
形
県
知
事
と

産
官
懇
談
会
開
催

山
形
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
山
形
産
業
人
ク
ラ
ブ

松

村
英
一
会
長

エ
ム
テ
ッ
ク

ス
マ
ツ
ム
ラ
会
長

は
８
月

４
日
、
パ
レ
ス
グ
ラ
ン
デ
ー

ル

山
形
市

で
「
２
０
１

４
年
度
定
時
総
会
」
を
開
い

た
。

年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
報
告
、

年
度
事
業

計
画
案
・
事
業
予
算
案
を
審

議
し
、
承
認
さ
れ
た
。

年

度
に
県
内
各
団
体
と
の
連
携

や
会
員
拡
大
に
取
り
組
む
こ

と
を
決
め
た
。

　
総
会
終
了
後
、
吉
村
美
栄

子
山
形
県
知
事
と
大
澤
賢
史

県
商
工
労
働
観
光
部
長
ら
を

招
い
て
「
山
形
県
知
事
を
囲

む
産
官
懇
談
会
」
を
開
い
た

写
真

。
「

山
形
の
強

み

を
活
か
し
た
産
業
振

興
」
を
テ
ー
マ
に
、
会
員
ら

と
産
業
施
策
の
方
向
性
、
モ

ノ
づ
く
り
人
材
育
成
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。
吉

村
知
事
は
「
山
形
県
の
資
源

を
生
か
し
な
が
ら
発
展
を
目

指
す
」
と
、
新
た
な
成
長
に

向
け
て
意
欲
を
示
し
た
。
ま

た
閉
会
後
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ

ー
も
吉
村
知
事
を
囲
ん
で
和

や
か
に
談
笑
す
る
姿
が
見
ら

れ
た
。

大
森
機
械
工
業
社
長

事
業
戦
略
で
講
演

埼
玉
・
東
部
支
部

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
東

部
支
部

吉
野
寛
治
支
部
長

吉
野
電
化
工
業
社
長

は

８
月
４
日
、
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

越
谷

市

で
経
済
講
演
会
を
開
い

た
。
吉
野
東
部
支
部
長
は

「
東
部
支
部
の
例
会
は
今
回

が
初
め
て
。
実
り
あ
る
会
で

あ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

強
調
し
た
。

　
大
森
機
械
工
業
の
大
森
利

夫
社
長
が
「
大
森
機
械
の
グ

ロ
ー
バ
ル
戦
略
、
人
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

写

真

し
、
こ
と
わ
ざ
の
「
絵

に
描
い
た
餅
」
に
例
え
て

「
日
頃
か
ら
餅
に
絵
を
描
か

せ
て
い
る
。
具
体
的
な
目
標

を
掲
げ
て
社
員
が
一
丸
と
な

り
、
実
現
に
向
か
う
こ
と
が

社
員
教
育
の
基
本
で
重
要

だ
」
と
説
い
た
。
ま
た
テ
レ

ビ
の
情
報
番
組
で
「
世
界
最

速
包
装
マ
シ
ン
」
と
し
て
紹

介
さ
れ
た
映
像
を
交
え
て
事

業
戦
略
を
紹
介
し
た
。

　
特
別
講
演
は
高
橋
努
越
谷

市
長
が
「
中
核
市
実
現
に
向

け
た
越
谷
市
の
取
り
組
み
」

と
題
し
、
市
が
推
進
す
る
事

業
計
画
を
中
心
に
解
説
し

た
。
講
演
終
了
後
の
懇
親
会

は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
会
員
ら
が
近
況
な
ど
を

情
報
交
換
し
て
い
た
。

本
気
で
行
動
す
る

組
織
創
り
で
セ
ミ

東
京
産
学
交
流
会

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
東

京
産
学
交
流
会

渡
辺
佳
英

会
長

大
崎
電
気
工
業
会

長

は
８
月
５
日
、
８
月
定

例
会

セ
ミ
ナ
ー

「
腹
落

ち
し
て
本
気
で
行
動
す
る
組

織
の
創
り
方
」
を
開
い
た
。

組
織
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
手
が
け
る
シ
ー
・
シ
ー

・
ア
イ

東
京
都
港
区

の

平
尾
貴
治
取
締
役
が
講
師
を

務
め
た
。
平
尾
取
締
役
は

年
間
勤
め
た
そ
ご
う
の
経
営

破
綻
の
経
験
か
ら
「
組
織
は

そ
れ
自
体
が
生
き
物
の
よ
う

に
動
く
。
組
織
の
性
質
を
ど

の
よ
う
に
変
え
る
か
が
大

切
」
と
強
調
。
企
業
の
技
術

者
や
経
営
者
ら

人
が
参
加

し
た
。

　
参
加
者
を
５
人
１
組
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
た
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式

で
、
上
司
と
部
下
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
健
全

性
、
人
材
育
成
の
優
先
順
位

な
ど
を
議
論
し
た
。
参
加
者

は
自
社
の
状
況
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
真
剣
に
教
材
の
シ

ー
ト
に
自
分
の
考
え
を
書
き

込
ん
で
い
た

写
真

。

　
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ

ブ

花
田
寛
会
長

キ
ュ
ー

ヘ
ン
社
長

は
９
月

日
、

北
九
州
市
内
に
立
地
し
て
い

る
工
場
の
見

学
会
を
開
い

た
。
参
加
者

人
が
Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
な
ど
を

訪
問
し
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
小

倉
第
一
工
場

北
九
州
市

小
倉
北
区

で
は
便
器
な

ど
の
衛
生
陶

器
の
成
形
や

塗
装
、
焼
成

と
い
っ
た
一
連
の
工
程
を
見

学
し
た

写
真

。
陶
器
は

性
質
上
、
焼
成
後
に
約

％

収
縮
す
る
た
め
、
一
部
を
盛

り
上
げ
て
成
形
す
る
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

聞
い
た
。

　
ま
た
省
人
・
効
率
化
と
同

時
に
、
製
造
や
検
査
に

手

の
感
覚

を
残
す
こ
と
に
よ

っ
て
品
質
を
維
持
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
担
当
者
へ
の

質
問
が
相
次
い
だ
。
隣
接
し

て
い
る
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
歴
史
資
料

館
で
は
時
代
ご
と
の
衛
生
陶

器
、
旧
首
相
官
邸
で
使
わ
れ

た
便
器
な
ど
の
貴
重
な
資
料

の
説
明
を
受
け
た
。
中
で
も

１
９
７
０
年
ま
で
生
産
し
て

い
た
数
々
の
食
器
に
対
し
、

参
加
者
は
質
の
高
さ
や
多
様

さ
に
驚
き
の
声
を
あ
げ
て
い

た
。

　
こ
の
ほ
か
響
灘
に
浮
か
ぶ

白
島
国
家
石
油
備
蓄
基
地
の

対
岸
に
付
設
す
る
白
島
展
示

館

同
市
若
松
区

も
訪

問
。
展
望
室
か
ら
双
眼
鏡
で

同
基
地
を
眺
め
た
ほ
か
、
設

立
意
義
や
原
油
の
流
出
防
止

構
造
な
ど
の
体
感
型
展
示
を

見
学
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

重
要
性
を
改
め
て
感
じ
る
と

と
も
に
、
参
加
者
か
ら
は

「
知
ら
な
い
こ
と
も
多
か
っ

た
。
識
見
を
深
め
ら
れ
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
栃
木
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
太
田
　
周
氏
　
作
新
学

院
大
学
学

長

宇
都

宮
市
竹
下

町
９
０

８
、
０
２

８
・
６
６
７
・
７
１
１
１
、

４
年
制
大
学
・
短
期
大
学

　
▽
新
多
　
治
氏
　
住
友
生

命
保
険
栃

木
支
社
長

宇
都
宮

市
大
通
り

１
の
４
の

、
０
２
８
・
６
２
２
・
６

５
４
５
、
保
険
業

　
▽
橋
川
　
茂
氏
　
ダ
イ
ド

ー
宇
都
宮

営
業
所
長

宇
都
宮

市
元
今
泉

４
の

の

、
０
２
８
・
６
１
０
・
０

５
４
０
、
省
力
化
機
器
・
ロ

ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
商
社

　
▽
飯
野
　
隆
氏
　
大
生
工

業
専
務
取

締
役
兼
宇

都
宮
工
場

長

栃
木

県
那
須
烏

山
市
南
大
和
久
９
８
４
の
２

１
、
０
２
８
７
・
８
８
・
７

２
１
１
、
フ
ィ
ル
タ
ー
・
ク

ー
ラ
ー
製
造

　
▽
和
知
　
孝
道
氏
　
渡
辺

建
設
社
長

宇
都
宮

市
今
泉
新

町
１
８

０
、
０
２

８
・
６
６
１
・
５
５
５
１
、

建
設
業

温
暖
化
テ
ー
マ
に

産
学
連
携
セ
ミ
ナ
ー

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

埼
玉
産
学
交
流
会

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｎ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
埼
玉
産
学
交
流
会

長
谷
川
勉
会
長

長
谷
川

鉄
工
所
社
長

は
８
月
１

日
、
日
本
工
業
大
学
や
県
内

金
融
機
関
な
ど
と
共
同
で
、

産
学
連
携
セ
ミ
ナ
ー
「
温
暖

化
が
及
ぼ
す
日
本
経
済
へ
の

イ
ン
パ
ク
ト
」
を
開
い
た
。

日
本
工
業
大
の
波
多
野
純
学

長

写
真

は
「
当
校
は
国

際
環
境
規
格

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１

を
取
得
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
関
心
が
高
い

テ
ー
マ
だ
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
な
ど
を
務
め
る
末
吉
竹
二

郎
氏
が
登
壇
し
、
「
産
業
革

命
前
か
ら
の
気
温
上
昇
を
２

度
Ｃ
に
抑
え
る
た
め
の
投
資

は
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
や
効
率
化
の
た
め
の
投
資

よ
り
も
大
き
い
。

世
紀
の

経
済
成
長
は
利
益
と
と
も
に

大
き
な
コ
ス
ト
を
抱
え
た
」

と
し
た
上
で
、
「
こ
れ
か
ら

は
持
続
可
能
な
経
済
モ
デ
ル

へ
の
転
換
が
必
要
だ
」
と
強

調
し
た
。
会
員
や
大
学
、
金

融
関
係
者
ら
１
５
０
人
近
く

が
熱
心
に
聴
講
し
た
。


